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できることからコツコツと 

 

中学部二大行事の一つである宿泊体験学習へ行ってきました。９月２２日～２３日はあいにくの雨でしたが、

生徒たちは自然の中で、仲間との絆が深まった様子でした。雨の中の飯盒炊飯（玉ねぎ切りで涙・かまどの煙

で涙・笑いすぎて涙（笑）。各班のトッピングでオリジナルカレー）、バター作り（全力で生乳シェイク、バー

テンダー風の振り方で思わぬ才能を発揮する人も）など色々と貴重な体験ができました。 

 

4 月入学当初を振り返ると、新しい環境下で緊張していた生徒たちも、半年がたち、顔つきも行動面も随分

成長したと感じています。 

学級開きではリラックスできるよう、監督に就任した BIG BOSS 新庄のポジティブ語録をいくつか提示後、

「毎日楽しんじょうですごしましょう！」にも笑顔が硬かったのを覚えています（笑）。 

後期にはもう一つの大きな行事、ときわ祭が控えています。生徒たちは気合を入れて和太鼓練習に取り組ん

でおり、更なる成長が楽しみな毎日です。 

コロナ禍でマスク生活などの制限下も含め、楽しいことばかりではなく、壁にぶち当たることもあると思い

ます。でも毎日ほんの少しずつでも新しい工夫や視点を変えることで、最終的に能力を発揮できるようになる

のではないでしょうか。 

できることからコツコツと…。私自身も地道な努力を重ね、生徒たちと共に成長して参りたいと思います。 

 

最後に『きっと明日はいい日になる』（田口久人著）より「明日を変える８か条」をご紹介し、全ての方の背

中を押せるきっかけとなることを願いつつ、終わりの言葉といたします。 

 

 

  ＜ 明日を変える８か条 ＞ 

  すごいことをしなくていいから 

  できることをやりなさい 

  ためらう理由はいくつでも見つかるから 

  まずはやってみなさい 

  自信を持とうとするよりも 

  自信をなくさないように 

  大変なときこそ慌てないように 

  不幸せなときは自分を責めず 

  ひとりで頑張ろうとせず 

  幸せなときは当たり前に感謝し   

  一番大切な人を大切にしなさい 

  誰かに遠慮しなくていいから 

  まずは自分が幸せになりなさい        

 

中学部 松永 聖子 



各部の便りから 

－各学部の取組を、学部便りやクラス便り等からピックアップして紹介します－ 

乳幼児教育相談 

 ＜集団活動の様子＞ 

～１歳児～   

赤、緑、黄の３色の紙粘土を使って、お子さんが好きなものを作りました。 

できあがったのは、「にゃあにゃあー（ねこ）」「ポッポー（はと）」「きらきら（ほし）」

「アンパンマン」「お家」など。アイスをぺろぺろなめる真似をしたり、魚の手話をし

たり、楽しいやり取りができました。 

～２歳児～ 

赤、青、黄、緑の色を手がかりとした「宝さがし」をしました。 

「赤い〇〇！」「青い〇〇！」とママと一緒に見つけた色を手話で表現したり、物の形を表現したりするなどし

て先生に報告することができました。ご褒美のシールをもらうと、アンパンマンの鼻、ほっぺに上手に貼るこ

とができました。 

                            【乳幼児教育相談 「１０月のお便り」より】 

幼稚部 

 いよいよ、ときわ祭の練習がはじまります。「ときわ祭の話」では、子どもたちは教員の劇を面白そうに見て

いました。『シンデレラ』に出てくるかわいいねずみを演じられるように、楽しく練習をしていきたいと思いま

す。練習が始まりましたら、お子さんの様子を見て、ご家庭でも一緒にやってみてください。1年生は出番が

短く、２，３年生の劇を見ている時間も長くなります。『シンデレラ』の全体の流れが理解できるよう、お家で

も絵本やテレビなどでお話に触れていただけると、よりイメージを持って楽しむことができると思います。31

日からは、特別時間割となり、9：30から朝の会、10：00 から体育館での練習をします。時間通り始められ

るよう、ご協力をよろしくお願いします。 

 10 月31 日はハロウィンです。学校では、28 日の給食後に校内を回ってお菓子をもらい、ハロウィンの雰

囲気を味わえたらと思います。製作の時間に、衣装とお菓子を入れるバッグを作ります。ご家庭でも、街中で

ハロウィンの飾りを見つけたときなどに、お話していただけたらと思います。 

 急に冷え込む日も増えてきました。ロッカーの中に、長袖の着替えや、羽織って体温調節できるようなもの

のご準備をお願いします。 

【幼稚部１年「つくしつうしん」より】（毎回学年・クラスを変えて紹介します） 

 

小学部 

後期が始まり、子どもたちは気持ち新たに学習活動に向かっているところです。ときわ祭やマラソン大会、

カルタ取り大会など、後期も様々な行事を通して大きく成長できる機会がたくさんあります。一人ひとりの良

さを発揮できるよう支援していきます。 

体調を崩しやすいこの季節、手洗い・うがい、手指の消毒そして早寝早起きの習慣が身に付くようご協力を

お願いします。また、外と室内の温度差も出てくるようになります。衣服の調整ができるよう重ね着するなど

し、自分で上着を着たり脱いだりできるようご家庭でも声かけをお願いします。 

「輝け笑顔！横ろう魂！」  

ときわ祭は１１月１２日（土）です。今年の小学部の目標は「みんなスマイル～十人十色の力を合わせて～」

です。６年生が相談して決めました。学部朝会で目標が披露され、「みんなが笑顔になれるようにがんばりまし

ょう。」と子どもたちと気持ちを一つにしました。 

舞台発表は小低が「ドラえもん～新恐竜物語～」、小高は「かぐや姫」です。１０月３１日（月）から特別時

間割となり、舞台練習が始まります。子どもたちも観ている人たちも「みんなスマイル」になるような舞台を

目指して練習に励んでいます。どんな劇になるのか楽しみにしていてください。 

保護者の方には、子どもたちの健康面でのサポートや衣装のことなどでご協力をお願いすることになります

がよろしくお願いします。 

【「小学部便り」より】 



中学部 

修学旅行【９/２１～２３】 

今年度の修学旅行は、京都・奈良へ行ってきました。 

１日目は、伏見稲荷大社での千本鳥居や清水寺の舞台といった撮影スポットや、南

禅寺の三門や水路閣などの歴史的建造物を見学してきました。天気にも恵まれ、清水

寺や南禅寺から京都の街並みがきれいに見えました。２日目は、二条城、金閣寺、東映太秦映画村へ行きまし

た。感想をきくと、ほとんどの人が「映画村のお化け屋敷」と答えるほど、印象的なアトラクションでした。

二条城は、本丸御殿が改装工事中ということで、二の丸御殿や天守閣跡を中心に見学しました。二の丸御殿で

は、社会の授業でも登場した『大政奉還』の意思を表明した場面が再現されていました。そこで、「授業でやっ

たな。」と思ってくれた生徒は何人いたでしょうか？金閣寺も教科書に必ずと言ってよいほど写真が載っていま

すので、何度も見ていたと思います。それでも、生徒からは、「すごくきれいで、びっくりした。」と実物とし

ての迫力を感じたようでした。３日目は奈良の東大寺に行きました。大仏殿の中は、中央に大仏が鎮座し、そ

の周りにも仏像が４体あり、その存在感に圧倒されました。この日は土砂降りの雨でしたが、南大門や参道に

は、鹿がたくさんいました。鹿せんべいを持っていると、鹿のほうから近づいてくるので、「かわいい～」と積

極的にせんべいをあげる生徒、恐る恐るあげる生徒それぞれでした。 

【「中学部便り」より】 

高等部 

デフリンピック選手交流会 

９月２７日（火）に、第２４回夏季デフリンピック競技大会（ブラジル開催）の自転車競技に出場した日

本代表 蓑原由加利選手とウクライナ代表 エリザベス・トプチャニウク選手が来校しました。蓑原選手はロ

ード競技３種目で銅メダル獲得し、エリザベス選手はロード競技４種目すべて金メダルという快挙を果たし

ました。自転車競技のルールを説明してくれたり、デフリンピックに出場した感想を語ったりしました。デ

フリンピックに出場するために努力したことや他の国の文化の違いなどを知ることができました。 

短い時間でしたが、質疑応答も交わしたり金メダルに触れたりするなど貴重な時間を過ごすことが

できました。次のデフリンピックは東京で開催されることが決まりました。楽しみですね。 

福祉体験講座 

10 月６日（木）の１・２時間目に、全学年自立活動として、「福祉体験講座」を行いました。 

１・２年は車イス体験、３年生は思春期講座として妊婦体験や新生児体験をしました。車イス体験では、

車イスに関するクイズで理解を深めた上で、実際に乗ったり押したりしました。普段気にしないような緩や

かな傾斜であっても車イスに乗ると怖く感じることに気付きました。思春期講座では、妊婦になることでし

ゃがんだり運んだりすることが重労働であることに気付くことができました。また、新生児の成長を比べた

り抱っこしたりしました。新生児のオムツ交換の手順なども実際にやることで、子育ての大切さや大変さを

学びました。 

【「高等部だより」より】 

通級指導教室 

先輩は今・・・通級を卒業した生徒の保護者の方から、先輩たちのその後の様子をお聞きしました。 

〇高校ではダンスや音楽活動を中心に好きなことを全部やっていました。音楽鑑賞が好きでベースを始め、

路上ライブや自分の名前の曲のサブスク配信など恵まれた環境で楽しみながら活動していました。コロナ禍

で高校のイベントも全て中止になりましたが、自分なりに良い思い出を作ろう！としている姿は、なかなか

一生懸命で良かったです。専門学校を自分で決め入学してからは昔から好きだった絵（デッサン）や写真（映

像&画像）に拍車がかかり授業や課題を楽しんで追求して学んでいます。（抜粋：専門学校2 年 難聴） 

〇通っている私立高校では色々な配慮を受けています。（座席の配慮、英語のリスニングテストのパス・紙方

式への変更、ロジャーの使用許可、学校のWi-Fi を使っての音声文字起こしアプリの使用など）中学の時よ

りも癖のあるしゃべり方の先生が多い、口頭のみの指示が分かりにくい、授業の終わりのチャイムと重なっ

て先生が宿題など大事なことを言うのが聞き取れない、先生が黒板に書いてから消すまでのスピードが早い

などがある一方で、プール、合唱コンクールがないのでストレスがないようです。（私立高校１年 難聴） 

                                                                                                                                 

【通級指導教室便り「たけのこ」より】 

  



 

お知らせ 

○体育館空調設置工事が終わりました。工事期間中、大変ご迷惑をおかけしました。まだ部分的に 

 改修等が入ることもありますが、授業や部活動、そしてときわ祭に向けての練習などには支障が 

出ないように配慮いたします。また、幼稚部前庭の大型遊具も設置・芝生の養生が修了し、10月 

31 日から使えるようになります。子どもたちの喜ぶ姿を見るのが楽しみです。 

○10 月に山形で行われた全国聾学校陸上競技大会の結果です。（参加者は全員高等部） 

３年中原さん：やり投げ 優勝 

３年島倉さん：やり投げ ３位 

３年石川さん：100ｍ ６位、200ｍ ６位 

２年佐藤さん：400ｍ 4 位、200ｍ ４位 

２年松本さん：砲丸投げ ５位 

２年窪島さん：走り幅跳び 13 位 

２年丹羽さん：走り幅跳び 17 位 

松本さん・佐藤さん・中原さん・石川さん：４×100ｍリレー ３位 

本校男子は総合得点34 点で、参加25 校中みごと準優勝となりました。（優勝：都立中央ろう） 

皆さまの応援、ありがとうございました。 

○11 月には高松で全国聾学校卓球大会が開催され、本校から高等部の生徒６名が参加する予定です。 

 選手の皆さんの健闘を期待しています。 

○４月に配布した年間行事予定表に、令和５年１月４日（水）・５日（木）が閉庁日であることの 

 記載が漏れていました。申し訳ありませんでした。この日は、はまっ子もありません。 


